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を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
種
特
別
加
入
者
」
と
い
う
。）」
の
下
に
「
の
う
ち
、
労
災
保

険
法
第
三
十
三
条
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
当
該
業
務
災
害
が
生
じ
た
場
合
」
を
、「
。）の
額
（
」

の
下
に
「
労
災
保
険
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
給
付
基
礎
日
額
を
用
い
て
算
定
し
た
保
険
給
付
、」を
加
え
、「
す

べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
通
勤
災
害
に
係
る
災
害
率
及
び
二
次
健
康
診
断
等
給
付
に
要
し
た
費
用
」
を
「
複
数
業
務

要
因
災
害
に
係
る
災
害
率
、
通
勤
災
害
に
係
る
災
害
率
、
二
次
健
康
診
断
等
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
及
び
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
労
災
保
険
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
給
付
基
礎
日
額
を
用
い
て

算
定
し
た
保
険
給
付
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
」
の
下
に「（
同
条
第
一

項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
を
除
く
。）」
を
、「
加
減
し
た
額
」
の
下
に
「
か
ら
同
法
第
十
条
第
五
項
に

規
定
す
る
教
育
訓
練
給
付
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
給
付
額
」
と
い
う
。）及
び
同
条
第
六
項
に
規

定
す
る
雇
用
継
続
給
付
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
用
継
続
給
付
額
」
と
い
う
。）を
減
じ
た
額
」
を
、「
に
お

け
る
失
業
等
給
付
額
等
」
の
下
に
「
か
ら
教
育
訓
練
給
付
額
及
び
雇
用
継
続
給
付
額
を
減
じ
た
額
」
を
、「
当
該
失
業

等
給
付
額
等
」
の
下
に
「
か
ら
教
育
訓
練
給
付
額
及
び
雇
用
継
続
給
付
額
を
減
じ
た
額
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中

「
か
ら
」
の
下
に
「
当
該
一
般
保
険
料
徴
収
額
に
育
児
休
業
給
付
率
（
千
分
の
四
の
率
を
雇
用
保
険
率
で
除
し
て
得

た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
」
を
、「
二
事
業
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
」
と
い
う
。）」
の
下
に「
の
合
計
額
」

を
加
え
、「
額
及
び
」
を
「
額
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
雇
用
安
定
資
金
の
状
況
に
鑑
み
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
、
雇
用
保
険
率
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
変

更
さ
れ
た
率
か
ら
千
分
の
〇
・
五
の
率
を
控
除
し
た
率
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
雇
用
保
険
率
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
五
項
中
「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」と
あ
る
の
は「
千
分
の
十
・
五
か
ら
千
分
の
十
八
・

五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
二
・
五
か
ら
千
分

の
二
十
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
二
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
三
・
五

か
ら
千
分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と
し
、
第
六
項
中
「
千
分
の
三
・
五
」
と
あ
る
の
は「
千
分
の
二
・
五
」と
、「
千

分
の
四
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
三
・
五
」
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
及
び
通
勤
災
害
」
を
「
、
複
数
業
務
要
因
災
害
及
び
通
勤
災
害
」に
、「
業
務
災
害
に
係
る
」

を
「
業
務
災
害
及
び
複
数
業
務
要
因
災
害
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
業
務
災
害
」
の
下
に
「
、
複
数
業
務
要
因
災
害
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
条
中
「
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
」
の
下
に「（
同
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫

の
負
担
額
を
除
く
。）」
を
、「
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
」
の
下
に「（
育
児
休
業
給
付
金

に
係
る
国
庫
の
負
担
額
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

２

前
項
の
創
業
支
援
等
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
い
う
。

一

そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、
当
該
高
年
齢
者
が
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
場
合
（
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。）に
、
事
業
主
が
、
当
該
事
業
を
開
始
す
る
当
該
高
年
齢
者
（
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
創
業
高
年
齢
者
等
」
と
い
う
。）と
の
間
で
、
当
該
事
業
に

係
る
委
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
（
労
働
契
約
を
除
き
、
当
該
委
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
に
基
づ
き
当
該
事
業
主

が
当
該
事
業
を
開
始
す
る
当
該
創
業
高
年
齢
者
等
に
金
銭
を
支
払
う
も
の
に
限
る
。）を
締
結
し
、
当
該
契
約
に

基
づ
き
当
該
高
年
齢
者
の
就
業
を
確
保
す
る
措
置

二

そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
（
ロ
又
は
ハ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
主
と
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
と
の
間
で
、
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
が
当
該
高
年
齢
者
に
対
し
て
当
該
事

業
に
従
事
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
締
結
し
た
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
事
業
を

実
施
す
る
者
が
、
当
該
高
年
齢
者
と
の
間
で
、
当
該
事
業
に
係
る
委
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
（
労
働
契
約
を
除

き
、
当
該
委
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
に
基
づ
き
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
が
当
該
高
年
齢
者
に
金
銭
を
支
払
う

も
の
に
限
る
。）を
締
結
し
、
当
該
契
約
に
基
づ
き
当
該
高
年
齢
者
の
就
業
を
確
保
す
る
措
置
（
前
号
に
掲
げ
る

措
置
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

イ

当
該
事
業
主
が
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業
（
社
会
貢
献
活
動
そ
の
他
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
益
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

法
人
そ
の
他
の
団
体
が
当
該
事
業
主
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業

ハ

法
人
そ
の
他
の
団
体
が
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
主
が
当
該
社
会
貢
献
事
業
の
円

滑
な
実
施
に
必
要
な
資
金
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
つ
て
い
る
も
の

附
則
第
十
条
の
二
中
「
平
成
三
十
一
年
度
」
を
「
令
和
三
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
度
」
を
「
令
和
三
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
同
条
第
九
項
」

を
「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
、「
千
分
の
二
十
ま
で
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
十
一
項
中
「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら

千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
九
・
五
か
ら
千
分
の
十
七
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
・
五
か
ら

千
分
の
十
八
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
八
・
五
か
ら
千
分
の
十
六
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
・
五
か

ら
千
分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」と
、「
千
分
の
十
二
・

五
か
ら
千
分
の
二
十
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は「
千
分
の
十
・
五
か
ら
千
分
の
十
八
・
五
ま
で
」と
、「
千
分
の
十
四
・

五
か
ら
千
分
の
二
十
二
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
二
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
・
五
ま
で
」
と
」
を
加
え

る
。

（
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
確
保
の
促
進
」
を
「
確
保
の
促
進
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
雇
用
」
を
「
就
業
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
」
を
「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
等
（
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
及
び
第

十
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
い
う
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
二
章
の
章
名
中
「
促
進
」
を
「
促
進
等
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
）

第
十
条
の
二

定
年
（
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
定
め
を
し

て
い
る
事
業
主
又
は
継
続
雇
用
制
度
（
高
年
齢
者
を
七
十
歳
以
上
ま
で
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
制
度
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
導
入
し
て
い
る
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
（
第
九
条
第
二
項
の
契
約

に
基
づ
き
、
当
該
事
業
主
と
当
該
契
約
を
締
結
し
た
特
殊
関
係
事
業
主
に
現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
を
含
み
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
り
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
事
業
主
が
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
働
組
合
の
、

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の
同
意
を

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
た
創
業
支
援
等
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
高
年

齢
者
に
つ
い
て
、
定
年
後
等
（
定
年
後
又
は
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
年
齢
の
上
限
に
達
し
た
後
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
第
二
号
の
六
十
五
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
年
齢
の
上
限
に
達

し
た
後
七
十
歳
ま
で
の
間
の
就
業
を
確
保
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
定
年
の
引
上
げ

二

六
十
五
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
（
そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、
当
該
高
年
齢
者
を
そ
の

定
年
後
等
も
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
導
入

三

当
該
定
年
の
定
め
の
廃
止


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